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平成 23 年度研究成果概要 
研究成果概要についてわかりやすく記載してください。できるだけ，図を挿入してください。すでに当該年度に

外部に発表を行った成果については，研究業績欄の業績番号と対応させてください。 

これまでの報告で Gal-9 が自己免疫モデル動物で IFNgamma 産生 Th1 細胞のアポトーシスを

Gal-9/Tim-3 による Pathway で誘導することを明らかにしていたが、Th1 細胞と同様に IL-17 を

産生する Th17 細胞のアポトーシスを同様の機序で誘導することを世界で初めて明らかにすると

ともに、Gal-9 は Th17 細胞の分化抑制と抑制性 T 細胞の増加作用を Tim-3 非依存的に誘導するこ

とを明らかにして。また、骨髄移植で臨床的に問題となっている GVH 反応が Gal-9 による T 細胞

のアポトーシスを誘導することで抑制されることも明らかにされた。肺がんモデルでは形質細胞様

マクロファージを増加させることで抗腫瘍効果を発揮することを明らかにするとともに、当該細胞

の分化が M-CSF によるマクロファージへの分化を Gal-9 が修飾することによることが示された。

興味あることにこのマクロファージと同様の細胞が Gal-9 による急性呼吸促拍症候群モデルの治

療効果についても重要な作用を示すことが明らかにされ、現在、これらの細胞の各種疾患における

作用について検討を始めている。また、炎症治療効果を示すといわれる別のガレクチン、Gal-1 に

よる治療効果は Gal-9 が重要な作用を示していることも明らかにされた。本年度特に進んだ研究と

しては各種のウィルス感染における Gal-9 の作用についてであり、本年度は 4 編のみであるが、

下記に示した revise 中の論文を始め準備中の論文に Gal-9 による HIV 感染予防効果をはじめとし

て多くのウィルス関連の論文が見られる。 
2011 年の論文数は 9 編、Total Impact Factor は 53.278、平均では 5.919 であった。また 2012

年で印刷中の論文がすでに 7 報で impact factor はすでに 49.4 に達している。さらに現在

Journal of Clinical Investigation, Blood, Journal of Immunology, Journal of 

Investigative Dermatology, European Journal of Immunology などの High impact factor

のジャーナルに revise 中の論文が９編と、本学における研究の進展とともに世界の研究者と

の共同研究の進展に本プロジェクトが一部ではあっても貢献したことは異論がないと思われ

る。また、本プロジェクト遂行中にこれまでは Gal-9 を in vitro で投与するか、モデル動物

に外からの投与による研究であった。生体内で Gal-9 がどのような細胞に発現、産生されるか

が全く不明であったが、Gal-9 を表面に発現している T細胞やマクロファージが存在すること

を明らかにし、現在これらの細胞について詳細な研究を進めている。 

 



 
今後の研究計画 
平成 23 年度に得られた研究成果を踏まえ，今後の研究計画について具体的に記載してください。図を挿入して

もかまいません。 

 

特記すべき事項 
本研究に関する受賞（学生対象の賞も含む）・プレスリリース・大型外部資金獲得につながった等，特記すべき

事項があれば記述してください（ささいなことでもかまいません）。本欄は必須ではありませんので，「該当なし。」

でも可ですが，できるだけ記載してください。 

 

 



 
研究業績 
本研究に関連した，平成 23 年度中の発表した，[１] 査読がある原著論文（Corresponding Author には*印を付す。），

[2] 著書，[3] 招待講演，[4] 学会発表（発表者には○印），[5] 産業財産権（特許等），[6] その他（プロシーディン

グ，査読がない論文，投稿記事等）を通し番号を付して記入してください。本事業の参加者にはアンダーラインを

引いてください。記入欄が足りない場合は，用紙を追加してください。 
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